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○岡山理科大学ハラスメント等人権侵害の防止等に関する規程 

（趣旨） 

第１条 岡山理科大学ハラスメント等人権侵害の防止等に関する規程（以下「本規程」とい

う。）は、「学校法人加計学園ハラスメント防止等に関する規程」（以下「学園規程」と

いう。）に基づき、岡山理科大学（以下「本大学」という。）におけるハラスメント等人

権侵害の防止のための措置並びに人権侵害に起因する問題が発生した場合の対応に関し、

必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 人権侵害とは、セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、パワー・

ハラスメント、マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメント、その他民族、国

籍、宗教又は障がいの有無等に基づく不適切な言動により他者の人権を侵害することをい

う。 

２ 人権侵害に起因する問題とは、人権侵害により本学における就労上若しくは修学上の環

境が害されること又は人権侵害への対応に起因して職員等若しくは学生等が就労上若し

くは修学上の不利益を受けることをいう。 

３ 職員等とは、本学で就労する常勤、非常勤、派遣職員、アルバイト等勤務形態を問わず、

本学に在職する者及び外部委託の勤務者を含め、大学キャンパス内で就労するあらゆる勤

務形態の者をいう。 

４ 学生等とは、学部生、大学院生、教職特別課程生、留学生別科学生、研究生、科目等履

修生をいう。 

５ 申立人とは、相談窓口に相談又は苦情を申し出た者をいう。 

（相談窓口） 

第３条 人権侵害に起因する相談及び苦情の申し出に対応するため、本大学に相談窓口を置

く。 

２ 相談窓口は次のとおりとする。 

(1) 岡山キャンパスの学生等 

ア 学生支援部 

イ 大学運営事務部 

ウ 健康管理センター 

(2) 今治キャンパスの学生等 

ア 教学・学生支援部 
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(3) 岡山キャンパス及び今治キャンパスの職員等 

ア 庶務部 

イ 健康管理センター 

ウ 教育職員にあっては所属学部・学科・専攻・附属施設の長 

エ 事務職員にあっては所属の長 

３ 面談により相談又は苦情を受け付ける際には、原則として２名の相談窓口担当者で対応

する。 

４ セクシャル・ハラスメント、マタニティ・ハラスメントおよびパタニティ・ハラスメン

トに関する相談又は苦情を受け付ける際、同席する相談窓口担当者は同性の者を優先する。 

（相談又は苦情の受付） 

第４条 人権侵害を受けた学生等及び職員等は、第３条に定める相談窓口に相談又は苦情を

申し出ることができる。 

２ 相談又は苦情は、相談窓口担当者に直接会う、窓口に直接出向く、電話をかける、電子

メールを送る、手紙を送る等いかなる方法で申し出てもよい。 

３ 相談又は苦情は、被害を受けた当事者、被害者の代理人及び被害を目撃するなど人権侵

害があったことを認識した者が行うことができる。 

４ 相談窓口担当者は、所属の長を経て、相談又は苦情の内容を学長及び委員会の委員長に

報告する。 

（ハラスメント等人権侵害対策委員会） 

第５条 岡山理科大学に岡山理科大学ハラスメント等人権侵害対策委員会（以下、「対策委

員会」という。）を置く。 

２ 委員会における規程は、別に定める。 

（弁明の機会の付与） 

第６条 対策委員会は、被申立人に充分な弁明の機会を与えなければならない。 

（懲戒処分の手続き） 

第７条 委員長は対策委員会において審議した結果を学長に報告する。 

２ 被申立人が職員等で懲戒処分相当と判断した場合、学長は学校法人加計学園職員の懲戒

処分に関する規程に定める懲戒委員会に審議を委ねる。 

３ 被申立人が学生等で懲戒処分相当と判断した場合、学長は岡山理科大学生の懲戒に関す

る規程に定める懲戒検討委員会に審議を委ねる。 

（申立人に対する説明） 
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第８条 対策委員会は、前条第１項の審議結果を申立人に説明する。 

（不服申立て） 

第９条 申立人は、対策委員会の審議結果に不服がある場合、その旨を対策委員会に申し出

ることができる。 

（守秘義務） 

第10条 対策委員会委員、調査委員会委員、相談窓口担当者等手続きに関わったすべての

者は、相談及び苦情の申立てに関し職務上知り得たすべての情報の秘密を厳守し、申立人

と被申立人双方のプライバシーおよび人権を尊重しなければならない。 

（不利益取り扱いの禁止） 

第11条 ハラスメント等人権侵害に関する相談、苦情申立て、当該事案に関する調査への

協力及びその他人権侵害の防止に関して正当な対応をした者に対して、このことをもって

何らかの不利益な取り扱いをしてはならない。 

（虚偽の申立てに対する名誉回復措置） 

第12条 対策委員会は、事情聴取における証言が虚偽であると判明した場合、それによっ

て不利益を受けた被申立人について名誉回復の措置をとらなければならない。 

（事務） 

第13条 本規程に関する事務は、庶務部が担当する。 

（規程の改廃） 

第14条 本規程の改廃は、大学協議会の審議を経て、学長が決定する。 

附 則 

１ この規程は、平成29年３月23日から施行する。 

２ 「岡山理科大学ハラスメント防止等に関する規程」（平成25年10月24日制定）は廃止

する。 

３ 「岡山理科大学人権侵害・差別事案に対する相談・苦情の受付及び処理に関する規程」

（平成11年10月１日制定）は廃止する。 

附 則 

この改正規程は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日） 

この改正規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年４月１日 決裁） 

この改正規程は、令和４年４月１日から施行する。 
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附 則（令和７年４月28日 決裁） 

この改正規程は、令和７年５月１日から施行する 

 


